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	インターン先（海外）で自分のノートパソコンからインターネットを利用する。
	ここでは、インターン先にて、自分のパソコンを用いてインターネットを利用するための設定方法について説明します。
	インターネットに接続するには下記の項目が必要となります。
	
	接続方法の確立
	プロバイダーの選択（接続方法が電話回線の場合）と設定
	ブラウザの設定



	接続方法の確立
	インターネットに接続するには、インターン先のネットワーク（ＬＡＮ）を利用する方法と、電話回線を利用する方氚
	インターン先のネットワーク（ＬＡＮ）を利用する場合
	ネットワークを利用する場合は、パソコンにネットワークカード（ＬＡＮカード）を取り付け、設定を行った後、イ�
	ネットワークカードの設定はパソコン及びネットワークカードにより、異なりますので、個別の説明書により設定ください。パソ〖

	電話回線を利用する場合
	電話回線の確認
	モデムの設定
	デスクトップ画面から、「スタート」ボタンをクリックし、「設定」を選択し、「コントロールパネル」をクリッ。
	モデムのプロパティ画面が出たら、設定されているモデム名が、正しいか確認します。モデムがパソコン附属の場合はパソコンの説明
	モデムが正しければ次の手順にて、モデムが使用状態にあるか確認します。
	該当モデム名が反転表示されていることを確認した後、「プロパティ」をクリックします。
	ポート番号、最高速度が適切化どうか、パソコンの説明書で確認し、「ＯＫ」をクリックします。
	「検出結果」をクリックします。
	該当の「ポート番号」を選択し、「詳細情報」をクリックします。
	モデムが使える状態ならば、モデムの詳細情報が表示されます。
	表示が無い場合４）項の手順でモデムの設定を確認します。

	正しく設定されていない場合は、下記の要領でモデムの設定を確認する必要があります。
	デスクトップ画面から、「スタート」ボタンをクリックし、「設定」を選択し、「コントロールパネル」をクリッ。
	「デバイスマネージャ」タブをクリックします。
	モデムをクリックします。
	該当の機種を選択し、プロパティーをクリックします。
	デバイスが正常に動作しているか、確認します。正常ならば「ＯＫ」をクリックします。そうでない場合、その内容により、各々必要な作業します。




	プロバイダーの選択と設定
	プロバイダーの選択
	プロバイダー
	プロバイダーの選択
	ダイヤルアップに必要な情報の設定
	まず、デスクトップ画面から「マイコンピュータ」をクリックします。
	「ダイヤルアップネットワーク」をクリックします。
	「新しい接続」をクリックします。
	接続名のところに、「プロバイダ名」を記入し、表示されているモデム名を確認後、「次へ」をクリックする。
	アクセスポイントの「国番号」「電話番号」を確認し、「次へ」をクリックする。
	「完了」をクリックする。
	ダイヤルアップネットワークのフォルダーに、今作成したプロバイダー用のアイコンができているのを確認し、これを右クリ�
	「プロパティ」をクリック
	「サーバの種類」をクリックします。
	「ダイヤルアップサーバーの種類」を使用ＯＳに合わせて選択し、「使用できるネットワークプロトコル」の「ＴＣＰ／
	「サーバーが割り当てたＩＰアドレス」をチェックします。
	「ネームサーバーアドレス」はプロバイダーの指示により設定します。
	「ＩＰヘッダー圧縮を使う」「リモートネットワークでデフォルトのゲートウェイを使う」をチェックします。
	「ＯＫ」をクリックします。
	「ＯＫ」をクリックします。
	作成したプロバイダーのアイコンをクリック（左クリック）します。
	プロバイダーから入手した情報により、下記を入力します。
	ユーザー名
	パスワード
	アクセスポイントの電話番号
	発信元

	「パスワードの保存」をチェックします。
	「ダイヤルのプロパティ」をクリックします。
	「アクセスポイント」に関し確認します。
	「外線発信番号」があれば記入します。
	使用している電話回線の種類をチェックします。
	「トーン」と「パルス」の見分け方は、電話する時に、「ピッポッパ」という音がするものは「トーン」、「ルルル。。。、

	「ＯＫ」をクリックします。
	「接続」をクリックします。
	「ダイヤル中」の表示が出ます。
	アクセスポイントに接続され、自動的にユーザー名とパスワードを確認されます。
	回線が接続されると、タスクバーの右端にパソコンのアイコンが表示されます。これで、回線接続完了です。
	このアイコンを右クリックします。
	「切断」をクリックし、回線を切断します。アイコンが消えたら切断終了です。



	ブラウザの設定
	インターネットに接続するためには、インターネット接続用のソフトが必要ですが、このソフトのことをブラウザといいます。ブラウ。
	
	Microsoft Internet Explorer
	Netscape Navigator


	新しくwindows版パソコンを購入すると、「Microsoft Internet Explorer」が樃
	インターネット接続設定
	
	デスクトップ画面で「Microsoft Internet Explorer」を見つけ右クリックします。
	「プロパティ」をクリックします。
	「接続」をクリックします。
	電話回線を使用する場合は、「通常の接続でダイヤルする」を選択します。ＬＡＮを利用する場合は「ダイヤルしない」を選択し�
	電話回線を使用する場合は、ダイアルアップと仮想プライベートネットワークの設定で、該当のプロバイダーとアクセス




